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景
気
の
悪
化
と
と
も
に
患

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
患

者
ク
レ
ー
ム
を
生
か
せ
、
医

療
過
誤
・
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
学
ぶ
歯
科
医
院
の

生
き
残
り
戦
略
」
は
時
機
を

得
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

佐
久
間
氏
は
医
療
事
故
を

ど
の
よ
う
に
減
少
さ
せ
る
か

に
つ
い
て
、「
人
間
は
間
違

い
を
犯
す
も
の
と
い
う
前
提

で
、
間
違
い
を
減
ら
す
よ
う

に
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
こ

と
が
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

日
本
旧
来
の
考
え
方
で

は
、
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
な

く
本
人
の
気
の
緩
み
が
間
違

い
の
原
因
で
あ
り
、
間
違
い

を
引
き
起
こ
し
た
個
人
を
厳

し
く
罰
し
て
い
た
。
一
つ
の

重
大
事
故
の
背
景
に
は
29
の

軽
症
事
故
、
３
０
０
の
無
傷

事
故
が
存
在
す
る
と
い
う
ハ

要
望
多
い
届
出
記
載
法
を
解
説

新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
開
く

トラブルを大きくしないコミュニケーション方
法をロールプレイングする参加者＝19日、Ｍ＆Ｄ
ホール

り
方
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

で
実
習
し
た
。
患
者
の
感
情

の
主
張
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
い
つ
自
分
が
当
事
者
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
身

に
つ
ま
さ
れ
な
が
ら
聞
き
入

っ
た
３
時
間
で
あ
っ
た
。

 

（
港
区
・
冨
本
昌
之
）

判
決
は
賠
償
金
１
０
０
万
円

前
後
だ
が
、
患
者
か
ら
は
約

２
千
万
円
の
要
求
が
さ
れ
る

の
が
通
常
で
、
誠
意
を
も
っ

て
交
渉
を
重
ね
る
裁
判
は
大

変
な
労
力
を
要
す
る
。

　

講
習
の
な
か
で
、
ト
ラ
ブ

ル
を
大
き
く
し
な
い
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と

イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
か
ら
、

重
大
事
故
を
減
少
さ
せ
る
に

は
軽
微
な
事
故
を
い
か
に
減

ら
せ
る
よ
う
に
業
務
改
善
す

る
か
が
大
切
で
あ
る
。

　

失
敗
を
厳
し
く
叱
責
し
て

い
て
は
、
職
員
か
ら
日
常
の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
は
報
告

さ
れ
な
い
。
現
在
、
公
益
通

報
者
保
護
法
と
い
う
内
部
告

発
を
奨
励
す
る
法
律
が
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
て
透
明
性
の
高
い
職

場
環
境
に
し
て
お
か
な
い

と
、
内
部
告
発
か
ら
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
２
０
０
７
年
４
月
か

ら
医
療
安
全
管
理
に
対
す
る

様
ざ
ま
な
義
務
が
生
じ
た

が
、
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

朝
礼
や
終
礼
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
も
、
き
ち
ん
と
記
録

を
残
し
て
お
け
ば
立
派
な
委

員
会
や
研
修
会
に
相
当
す
る

そ
う
で
あ
る
。

　

司
法
制
度
改
革
で
弁
護
士

が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
医
療

過
誤
訴
訟
は
確
実
に
増
え

る
。
知
覚
麻
痺
を
生
じ
さ
せ

た
り
、
誤
抜
歯
し
た
症
例
の

医科・歯科共催

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
は
１
月
19
日
、
１
月
度
生
涯
研

修
講
座
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
１
１
０
人
が
ク
レ
ー
ム

・
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
な
ど
を
学
ん
だ
。
講
師
は
、
大
阪
歯

科
大
学
歯
科
麻
酔
学
講
座
准
教
授
の
佐
久
間
泰
司
氏
。

保
健
所
が
所
管
す
る
医
療
法

上
の
診
療
所
開
設
の
届
出
②

近
畿
厚
生
局
が
所
管
す
る
健

康
保
険
法
上
の
保
険
医
療
機

関
指
定
申
請
が
あ
り
、
手
続

き
に
は
一
定
の
書
類
と
順
序

が
あ
る
。
特
に
保
険
医
療
機

関
指
定
の
申
請
に
は
期
限
が

あ
る
の
で
、
開
業
日
が
決
ま

れ
ば
そ
の
日
か
ら
逆
算
し
、

日
程
的
な
余
裕
を
持
っ
て
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

　

事
務
局
が
記
載
方
法
に
つ

　

新
規
開
業
を
考
え
る
勤
務

医
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
24
日
、
保
険
医
会
館
で
開

い
た
。
第
１
部
は
医
科
・
歯

科
共
催
で
、
開
業
計
画
・
資

金
計
画
な
ど
に
つ
い
て
涌
嶋

慎
一
氏
（
税
理
士
法
人
関
西

合
同
事
務
所
）
が
、
第
２
部

は
事
務
局
が
前
回
の
セ
ミ
ナ

ー
で
要
望
の
多
か
っ
た
開
業

の
各
種
届
出
に
つ
い
て
解
説

し
、
医
師
・
歯
科
医
師
や
家

族
な
ど
20
人
が
参
加
し
た
。

　

医
院
を
開
業
す
る
に
は
①

い
て
、
見
本
の
届
出
書
類
を

テ
キ
ス
ト
に
「
開
設
届
だ
け

で
な
く
、
看
板
の
名
称
や
診

療
時
間
な
ど
の
表
記
を
一
貫

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
な

ど
、
間
違
い
や
す
い
箇
所
を

重
点
的
に
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
開
業
後
に
各
種
変

更
が
あ
っ
た
時
に
困
ら
な
い

た
め
に
も
、
開
業
時
に
し
っ

か
り
自
分
で
手
続
き
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
指
摘
し
た
。

　

第
１
部
で
は
涌
嶋
氏
が
、

〝
な
ぜ
自
分
は
医
院
を
開
設

す
る
の
か
〞
と
い
う
経
営
理

念
を
明
文
化
す
る
こ
と
が
、

悩
ん
だ
際
に
原
点
に
戻
っ
て

考
え
る
た
め
に
も
重
要
だ

と
、
開
業
計
画
立
案
に
あ
た

っ
て
の
注
意
点
な
ど
を
述
べ

た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
業
種

の
成
功
者
が
兼
ね
備
え
て
い

る
要
素
と
し
て
「
プ
ラ
ス
思

考
・
素
直
さ
・
勉
強
熱
心
」

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

た
。

　

資
金
調
達
で
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
用

し
な
が
ら
実
際
に
開
業
資
金

計
画
を
組
み
立
て
つ
つ
、
担

保
評
価
の
考
え
方
や
、
銀
行

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど

金
融
機
関
の
長
短
所
な
ど
を

紹
介
し
た
。

す
。
巻
頭
論
文
で
、
二
宮

厚
美
・
神
戸
大
学
教
授
の

「
消
費
税
で
は
な
く
国
民

本
位
の
税
財
政
改
革
」
を

掲
載
。
会
員
に
は
無
料
で

１
冊
進
呈
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｂ
５
判
、１
０
６
ペ
ー

ジ
、
定
価
１
５
０
０
円
）

　

協
会
・
保
団
連
は
『
保

険
医
の
経
営
と
税
務
（
08

年
版
）』を
発
行
し
ま
す
。

今
回
は
、
確
定
申
告
対
策

に
内
容
を
絞
っ
て
い
ま

た
、
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
07
年
10

月
の
調
査
結
果
の
29
症
例
③

両
者
に
重
複
す
る
も
の
は
、

そ
の
一
方
を
選
択
し
、
調
査

結
果
の
う
ち
記
載
不
備
な
も

の
は
除
い
た―

―

合
わ
せ

て
、
全
部
で
43
症
例
で
あ

る
。

　

得
ら
れ
た
結
果
か
ら
、
次

の
項
目
に
つ
い
て
解
析
し

た
。
①
性
別
②
年
齢
構
成
③

Ｂ
Ｐ
の
与
薬
期
間
④
Ｂ
Ｐ
与

薬
の
原
疾
患
（
図
）
⑤
Ｂ
Ｐ

薬
剤
世
代
別
与
薬
数
⑥
歯
科

治
療
・

処
置
の
内
訳

（
表
）。
結
果
に
つ
い
て
は

グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
。
次
回

か
ら
、
グ
ラ
フ
に
基
づ
い
て

の
考
察
を
進
め
る
。

 

（
つ
づ
く
）

る
。
①
現
在
ま
た
は
過
去
に

Ｂ
Ｐ
の
治
療
を
受
け
て
い
る

②
口
腔
顔
面
領
域
に
、
８
週

間
以
上
持
続
す
る
骨
の
露
出

ま
た
は
壊
死
を
認
め
る
③
過

去
に
顎
へ
の
放
射
線
照
射
を

受
け
て
い
な
い
。

　

症
例
の
検
索
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
①
日
本
口
腔
外

科
学
会
雑
誌
の
06
年
か
ら
08

年
に
発
表
さ
れ
た
、
Ｂ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｊ
の
14
症
例
②
日
本
口
腔

外
科
学
会
指
定
研
修
機
関

（
２
３
９
施
設
）
を
対
象

に
、
日
本
口
腔
外
科
学
会
調

査
企
画
委
員
会
が
実
施
し

国
口
腔
顔
面
外
科
学
会
の
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
定
義
に
則
っ
た

症
例
を
検
索
し
た
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
定
義
は
以
下
の
三

つ
の
条
件
が
全
て
満
た
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い

目
ご
と
に
解

析
す
る
。

【
方
法
】
米

　

ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト

（
Ｂ
Ｐ
）
と
Ｂ
Ｐ
由
来
の
顎

骨
壊
死
（
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
）
と

の
関
係
を
医
科
と
歯
科
で
そ

の
情
報
を
共
有
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｊ
の
発
症
を
で
き
る
限
り

予
防
す
る
と
い
う
目
的
の
た

め
に
、
Ｂ
Ｐ
与
薬
前
に
医
師

か
ら
患
者
に
与
薬
後
の
リ
ス

ク
の
説
明
と
歯
科
受
診
を
勧

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
案

し
た
い
。

　

歯
科
医
師
は
患
者
の
問
診

を
詳
細
に
取
り
、
与
薬
リ
ス

ト
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

患
者
を
め
ぐ
る
情
報
を
医
科

・
歯
科
間
で
密
に
交
換
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
以
下

で
は
症
例
に
基
づ
い
て
、
項

121

１月度生涯研修講座

コミュニケーション通う環境づくりを
クレーム・トラブルから学ぶ

『
保
険
医
の
経
営
と
税
務

２
０
０
８
年
確
定
申
告
版
』

会
員
に
は
今
号
に
同
封

山
上　

紘
志（
堺
市
）

ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
系
薬
剤
と
顎
骨
壊
死
①

抜　　歯 67.7%
歯内治療 0.1%
義　　歯 0.1%
そ の 他 17.6%

表　発症の原因となった　
　　歯科治療・処置の内容

（※その他には、インプラント
・歯周治療などの観血的処置以
外に、う蝕治療などを含む）

図　年代別原疾患

人
数（
人
）

多発性骨髄腫（12例）

高Ｃａ血症（１例）

肺癌（２例）

乳癌（16例）

骨粗鬆症（14例）60歳
未満

80歳
以上

60歳
～…

70歳
～…

８
６
４
２
０

２２

５５
６６

１１
２２

４４

５５
５５

００
１１

１１
００

００
００

１１００
１１

３３

７７

１１

●
２
０
０
９
会
員
学
習
会

●
映
画
「
シ
ッ
コ
」
無
料
上
映
会

【
日
時
】　

２
月
21
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
〜

　
　
　
　

７
時
45
分
（
５
時
開
場
）

【
定
員
】　

１
５
０
人
、
会
員
無
料
、
会
員
院
所
の

従
業
員
（
歯
科
医
師
以
外
）
ま
た
は
、

ご
家
族
も
参
加
で
き
ま
す

※
上
映
後
、
懇
親
会
あ
り
（
事
前
申
込
）

【
日
時
】　

２
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分

【
定
員
】　

１
０
０
人
、会
員
無
料
、未
入
会
者
１
万
円

【
内
容
】　

第
１
部（
午
前
10
時
〜
12
時
30
分
）

　
　
　
　

時
局
講
演
「
米
国
発
の
金
融
恐
慌
と
世

界
経
済
の
行
方
、日
本
の
進
む
べ
き
道
」

　
　
　
　

講
師　

本
山
美
彦
氏
（
大
阪
産
業
大
学

経
済
学
部
教
授
、京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　

第
２
部（
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
）

　
　
　
　

歯
科
医
療
問
題
学
習
会
（
レ
セ
オ
ン
ラ

イ
ン
と
混
合
診
療
、
近
畿
厚
生
局
移
管

後
の
個
別
指
導
の
現
状
）

　
　
　
　

講
師　

政
策
部
・
社
保
研
究
部
講
師
団

※
第
１
部
と
２
部
通
し
で
の
参
加
者
に
は
弁
当
あ
り


